
　
こ
の「
さ
が
ま
ち
だ
よ
り
」は
令
和
４

年
に
発
刊
し
、今
回
で
第
６
号
と
な
り
ま

し
た
。町
村
会
、議
長
会
の
行
事
が
中
心

で
す
が
、総
合
事
務
組
合
の
記
事
も
あ
り

ま
す
。前
号
か
ら
は
、総
合
事
務
組
合
で

処
理
す
る
共
同
事
務
に
関
す
る
記
事
の

掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。職
員
の
皆
様
に
関
係
す
る
事

務
で
す
。関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
今
後
と
も
各
市
町
の
情
報
の
ほ
か
、佐
賀
県
町
村

会
・
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
・
佐
賀
県
市
町
総
合
事

務
組
合
の
活
動
等
に
つ
い
て
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９

さがまちだより 第6号

物産館では地元の野菜や果物等が並び、眺望の良い場所でフルーツのパフェやタルト、湧き水キャンディー等のお食事
を楽しむことができる道の駅吉野ヶ里「さざんか千坊館」です。天気の良い日には、佐賀平野を一望できます。

吉野ヶ里町  道の駅吉野ヶ里「さざんか千坊館」

目 次◆ C O N T E N T S

P 2

P 3

P 4
P 5

P 6

P 7
P 8

町村会　町長例会・総務担当課長合同会議、要請活動、
　　　　町長行政視察
町村会　特別研修会、総務担当課長研修、統一試験、
　　　　各種協議会総会、下期行事予定
町の話題　吉野ヶ里町
議長会　会長就任、議長当選、特別セミナー、要請活動、
　　　　議長行政視察
議長会　監査委員研修会、議員研修会、懇話会、
　　　　団体補償制度、下期行事予定
町村会　各種共済事業
総合事務組合　８月定例会、非常勤公務災害研修会

総 合 事 務 組 合

　次号の「さがまちだより」
は、令和７年３月に発行予
定です。
　各市町で、広報したいイ
ベントや観光地等がありま
したら、ぜひ佐賀県町村会
まで情報をお寄せくださ
い。
　次号掲載に係る記事提
供の締切は、令和７年２月
中旬までです。

さ
が
ま
ち
だ
よ
り

第
6
号
／
発
行
日
　
令
和
6
年（
２
０
２
４
年
）10 
月
1
日
／
編
集
・
発
行
　
佐
賀
県
町
村
会
・
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
・
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９
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▼「

さざんか千坊館」からの眺望

編集後記

本誌に掲載する情報を

お寄せください

令
和
５
年
度
組
合
各
会
計
決
算
を
認
定

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会  

第
２
回
定
例
会

令
和
６
年
度

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
研
修
会

　
令
和
６
年
８
月
27
日（
火
）、

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会
を
佐
賀
県
市
町
会
館

特
別
会
議
室（
佐
賀
市
）に
お
い

て
招
集
、開
会
し
た
。

　
議
事
で
は
、欠
員
と
な
っ
て

い
た
副
議
長
に
片
渕
栄
二
郎
白

石
町
議
長
が
選
任
さ
れ
た
。

 

ま
た「
負
担
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
」が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、令
和

５
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
両
決
算
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定

さ
れ
た
。

 

こ
の
ほ
か
、令
和
６
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予

算（
第
１
号
）案
が
、そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、閉

会
し
た
。

　
令
和
６
年
７
月
２
日

（
火
）、杵
藤
地
区
広
域
市

町
村
圏
組
合
庁
舎
大
会
議

室
（
武
雄
市
）に
お
い
て
、

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
研

修
会
を
開
催
し
、
県
内
の

市
町
担
当
者
34
人
が
出
席

さ
れ
た
。

　
西
九
州
大
学
子
ど
も
学

部
子
ど
も
学
科
准
教
授
の

松
本
大
輔
氏
に
、
学
童
保

育
に
お
け
る
職
員
の
事
故

防
止
に
つ
い
て
講
義
し
て

い
た
だ
き
、
出
席
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
。

退職手当支給事務（その２）
総合事務組合案内（Vol.2)

佐賀県市町総合事務組合が行う共同処理事務（２８構成団体）のうち「退職手当支給事務概要」の２回目です。
1.支給対象
本組合退職手当支給条例を適用し、退職手当を支給する対象は次のとおりです。
①特別職…市町長、副市町長、公営企業管理者等、教育長　②一般職…常勤職員、臨時的任用職員、一定の要件を満たす常勤職員に準じる職員（フルタイム会計年度任用職員等）

2.退職事由・支給額
退職事由には、普通退職（自己都合）、定年退職、勧奨退職、整理退職、死亡退職等があり、それぞれの事由別で勤続年数別に支給率が定められています。
退職手当の支給額の計算方法は、下表のとおりです。

3.定年引上げと退職手当
　地方公務員の定年年齢が、２年に１歳ずつ段階的に引き上げられ、令和１３年度に６５歳となります。
　なお、令和６年度の定年年齢は６１歳ですが、同年度に６０歳に達した日以降の最初の３月３１日に退職した人の退職手当の退職事由は、当分の間「定年退職」とし
て算定します。
　また、６０歳に達した日後の最初の４月１日以降、職員の給料月額は７割水準の額となりますが、この場合、退職手当額は「退職時の給料月額」に支給率を乗じるため、
６０歳の年度で定年退職をした場合よりも、６１歳で定年退職したときの退職手当額の方が低くなってしまいます。このため、６０歳を超えて退職する職員に不利益が
ないよう、退職時の給料月額よりも高い時点の給料月額を適用して退職手当を算定する特例があります。

ａ：退職時の給料表の級・号給額。勧奨退職の場合、年数に応じた割増あり。　ｂ：退職事由や勤続年数に応じて定められた率（支給率の上限：47.709）
ｃ：給料表の級（職制上の職員の区分）に応じて、調整月額が高い方から60月分を加算した合計額

◎退職手当＝（「退職時の給料月額（a）」×「支給率（b）」）＋「調整額（c）」

●本組合ホームページで、退職手当の試算ができます。どうぞ御活用ください。
退職手当シミュレーション https://www.saga-ck.gr.jp/sogojimu/retirement/simulation/
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令
和
６
年
８
月
21
日（
水
）、佐
賀
県
庁（
佐
賀

市
）に
お
い
て
、落
合
副
知
事
に
対
し
、県
立
大

学
の
早
期
実
現
等
に
関
し
次
の
２
点
を
要
請
し

た
。

一 

県
立
大
学
設
置
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
大
学
が
地
域
と
の
交
流
・
連
携
を
幅
広
く
行

う
こ
と
に
よ
り
、そ
の
効
果
が
県
内
各
地
域
へ

広
く
い
き
わ
た
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

令
和
６
年
５
月
８
日（
水
）、佐
賀
県
市
町
会
館
大
会
議

室（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、各
町
長
及
び
各
町
総
務
担
当
課

長
参
集
の
も
と
、町
長
例
会
・
総
務
担
当
課
長
合
同
会
議
を

開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、佐
賀
県
立
大
学（
仮
称
）検
討
専
門
家
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
立
教
大
学
経
営
学
部
教
授
の
山
口
和
範
氏
を

お
招
き
し「
佐
賀
県
立
大
学（
仮
称
）構
想
に
つ
い
て
」と
題

し
、御
説
明
頂
い
た
後
、意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、臨
時

総
会
附
議
事
項
等
８
つ
の
協
議
・
報
告
事
項
に
つ
い
て
各
町

長
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

　

な
お
、佐
賀
県
立
大
学（
仮
称
）に
つ
い
て
は
、８
月
８
日

（
木
）の
町
長
例
会
に
お
い
て
も
落
合
副
知
事
か
ら
県
立
大

設
置
場
所
等
に
つ
い
て
御
説
明
い
た
だ
い
た
。

町
長
例
会・

総
務
担
当
課
長
合
同
会
議
を
開
催

︵
佐
賀
県
立
大
学︵
仮
称
︶構
想
勉
強
会
︶

県
立
大
学
の

早
期
実
現
等
に
関
す
る

要
請
活
動

左：田島会長　右：落合副知事

　

令
和
６
年
７
月
９
日（
火
）、鳥
取
県
八
頭
町
及

び
岡
山
県
奈
義
町
に
お
い
て
各
町
長
参
集
の
も

と
町
長
行
政
視
察
を
実
施
し
た
。

　

町
長
行
政
視
察
は
町
が
直
面
す
る
共
通
課
題

等
の
解
決
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、今
年
度
は「
公
共
施
設
の
利
活
用
」及

び「
子
育
て
支
援
」を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。

　

八
頭
町
で
は
、廃
校
舎
の
利
活
用
を
テ
ー
マ
に

隼
L
a
b.

（
地
域
・
企
業
・
行
政
が
交
わ
る
公
民
複

合
型
施
設
、旧
隼
小
学
校
）を
公
式
訪
問
し
、奈

義
町
で
は
、子
育
て
政
策
を
テ
ー
マ
に
奈
義
町
役

場
及
び
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム
を
公
式
訪
問

し
た
。

　

ま
た
、令
和
６
年
７
月
10
日（
水
）、岡
山
県
小

田
郡
矢
掛
町
に
お
い
て
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
に
関
す
る
行
政
調
査
を
実
施
し
た
。

　

矢
掛
町
は
イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
協
会
か
ら
世
界
初
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー

ゾ
・
タ
ウ
ン
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、日
本
版
ア
ル
ベ

ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
に
つ
い
て
現
地
視
察
を
行
っ

た
。

※

ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ…

分
散
型
宿
泊
施
設

なぎチャイルドホーム（岡山県奈義町）

隼Lab.（鳥取県八頭町）

令
和
６
年
度 

町
長
行
政
視
察︵
鳥
取
県
・
岡
山
県
︶
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令
和
６
年
８
月
１
日（
木
）、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀（
佐
賀
市
）に
お
い

て
、道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
佐
賀
県
地
方
連
絡
協
議
会
、佐
賀
県
道
路
愛
護

協
会
、佐
賀
県
治
水
砂
防
・
防
災
協
会
の
総
会
を
県
内
各
市
町
長
ほ
か
多
数
の
来

賓
及
び
市
町
職
員
参
集
の
も
と
開
催
し
た
。

　

な
お
、総
会
終
了
後
、県
主
催
に
よ
る
砂
防
行
政
に
係
る
講
演
会
等
が
開
催
さ

れ
た
。 令

和
６
年
度
各
種
協
議
会
総
会
の
開
催

　

令
和
６
年
９
月
22
日（
日
）、佐
賀
県
立
佐
賀
工
業
高
校（
佐
賀
市
）ほ
か
全
８
会

場
に
お
い
て
、令
和
７
年
度
の
職
員
採
用
に
向
け
た「
佐
賀
県
市
町
等
職
員
採
用

統
一
試
験
」を
実
施
し
た
。

参
加
団
体
は
、３
市
９
町
１
一
部
事
務
組
合（
13
団
体
、採
用
予
定
者
数
64
人
）で
、

受
験
者
数
は
３
８
０
人（
応
募
者
数
４
４
４
人
、受
験
率
85
・
６
％
）で
あ
っ
た
。

令
和
６
年
度
職
員
採
用
統
一
試
験
実
施

会議・研修会

●各種協議会関係行事予定
九州地方治水大会（全国治水期成同盟会連合会）
第74回全国大会（全国道路利用者会議）
九州治水期成同盟連合会第２回要望
九州治水期成同盟連合会第３回要望
砂防現地視察と討論会
安全・安心の道づくりを求める全国大会（道路４団体）
災害復旧促進全国大会(全国防災協会)
治水事業促進全国大会（全国治水期成同盟会連合会）
全国治水砂防促進全国大会（全国治水砂防協会）
令和７年度道路関係予算概要説明会（道全協・全道利）

●町村会関係行事予定
九州電力連絡会
副町長研修
佐賀県市町法令外負担金等審議会・幹事会合同会議
町長例会
全国町村長大会
町長例会・町総務担当課長会議
第34回佐賀県GM21ミーティング
第78回定期総会
市町行政講演会　

日程 会場
令和6年度　主な行事予定（下期）

佐賀市大和支所
佐賀県市町会館
小城市役所
全国町村会館（東京都）
ＮＨＫホール（東京都）
佐賀県市町会館
鹿島市民文化ホール
ホテルニューオータニ佐賀
未定

ホテルウェルビューかごしま（鹿児島県）
リンクステーションホール青森（青森県）
九州地方整備局（福岡県）
国土交通省（東京都）
蓼科グランドホテル滝の湯（長野県）
砂防会館別館（東京都）
砂防会館別館（東京都）
砂防会館別館（東京都）
砂防会館別館（東京都）
砂防会館別館（東京都）

１０月２９日（火）
１０月３１日（木）
１１月　１日（金）
１１月１９日（火）
１１月２０日（水）

令和７年　１月　９日（木）
令和７年　１月２８日（火）
令和７年　２月１８日（火）
令和７年　２月（予定）

１０月　９日（水）
１０月１０日（木）
１０月１７日（木）
１０月２４日（木）
１０月３１日（木）－１１月１日（金）
１１月　６日（水）
１１月１１日（月）
１１月１２日（火）
１１月１４日（木）

令和７年　１月３１日（金）

　

令
和
６
年
８
月
21
日（
水
）、マ
リ
タ
ー
レ
創
世
佐

賀（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、令
和
６
年
度
町
村
研
修
会

を
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
と
合
同
で
開
催
し
、県

内
町
長
含
む
約
２
０
０
人
が
参
加
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、元
防
衛
省
統
合
幕
僚
長
の
河
野
克
俊

氏
を
お
迎
え
し「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争･

台
湾
有
事
と
日

本
の
安
全
保
障
」と
題
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、イ
ス

ラ
エ
ル･

ガ
ザ
戦
争
の
現
状
や
台
湾
有
事
を
中
心
と

し
た
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
、核
兵
器
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）、ア
メ
リ
カ
の「
核
の
傘
」に
関
す
る
説
明
を

交
え
な
が
ら
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、政
治･

経
済
問
題
が
多
く
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、我
が
国
の
安
全
保
障
を
め
ぐ
る

環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
、国
の
存
立
の

根
幹
と
な
る
国
家
安
全
保
障
戦
略
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

﹁
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争・

台
湾
有
事
と
日
本
の
安
全
保
障
﹂

町
村
特
別
研
修
会

講師：元防衛省統合幕僚長
　　  河野  克俊  氏

令
和
６
年
５
月
８
日（
水
）、佐
賀
県
町
村
会
特
別
会

議
室（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、各
町
総
務
担
当
課
長
参

集
の
も
と
総
務
担
当
課
長
研
修
を
開
催
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
協
会
の
池
辺
弁
護
士
か

ら「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
で
最
適
な
職
場
環
境
へ
」と

題
し
、法
的
観
点
か
ら
見
た
地
方
自
治
体
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
策
と
課
題
等
に
つ
い
て
御
講
義

を
い
た
だ
い
た
後
、佐
賀
県
政
策
部
危
機
管
理
防
災

課
の
大
塚
国
民
保
護
・
防
災
対
策
監
か
ら「
災
害
応
急

対
策
に
つ
い
て
」と
題
し
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賀
県
内
に
お
け
る
災
害

発
生
状
況
に
つ
い
て
御
講
義
を
い
た
だ
い
た
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令
和
６
年
度
総
務
担
当
課
長
研
修
を
開
催

※10月1日現在
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日
本
茶
樹
栽
培
発
祥
の
地
に

ち
な
み
、茶
を
テ
ー
マ
に
し
た

温
浴
施
設
。お
風
呂
の
種
類
が

豊
富
で
、露
天
風
呂
か
ら
は
脊

振
山
系
、家
族
風
呂
か
ら
は
佐

賀
平
野
の
絶
景
が
望
め
ま
す
。

他
に
も
地
元
の
特
産
品
を
使
用

し
た
食
事
を
堪
能
で
き
る
食
事

処
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な

ど
が
あ
り
贅
沢
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、露

天
ワ
イ
ン
風
呂
な
ど
毎
月
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

吉 野 ヶ 里 町 の 人 気 ス ポ ッ ト

●
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
バ
レ
ー

　S
A
G
A

　
森
林
を
最
大
限
に
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー

ク
で
す
。木
か
ら
木
へ
の
空
中
移
動
や
、マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
で
山
々
を
駆

け
巡
っ
た
り
、ジ
ッ
プ

ス
ラ
イ
ド
で
滑
り
降

り
た
り
と
吉
野
ヶ
里

町
の
自
然
を
感
じ
な

が
ら
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
九

州
初
の
キ
ッ
ズ
コ―

ス

も
あ
り
子
供
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
め
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
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図
り
、新
た
な
地
域
交
流
を
創
出
す
る

た
め
、吉
野
ヶ
里
町
文
化
体
育
館
が
設
立
さ
れ
、ま
も
な
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３
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　
町
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ス
ポ
ー
ツ
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地
域
交
流
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と
し
て
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ち
ろ
ん
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規
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ス
ポ
ー
ツ
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各
種
イ
ベ
ン
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あ
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ゆ
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情
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発
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拠
点
と
し
て
の
役

割
も
担
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ま
す
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併
せ
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大
変
人
気
が
あ

る
の
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
で
す
。有
酸
素
マ
シ

ン
・
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
は
最
新
の
機

器
を
取
り
揃
え
て
お
り
、

初
心
者
の
方
で
も
安
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し
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ご
利
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い
た
だ
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ま
す
。

●
吉
野
ヶ
里
町
文
化
体
育
館

吉野ヶ里町

トレーニング
ルームの
詳細はコチラ

●
ひ
が
し
せ
ふ
り
温
泉
　

　山
茶
花
の
湯
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議 長 会

　
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
で
は
、令
和
６
年
５
月
16

日（
木
）か
ら
19 
日（
日
）に
か
け
て
、台
湾
を
訪
問
し
、経
済
、

文
化
、観
光
分
野
に
お
け
る
本
県
と
の
交
流
状
況
等
の
調
査

研
究
を
目
的
と
し
た
議
長
行
政
視
察
を
実
施
し
た
。

　
日
本
台
湾
交
流
協
会
公
式
訪
問
で
は
、台
湾
に
お
け

る
高
齢
化（
人
手
不
足
）、外
国
人
労
働
者
、貿
易
、主
要

産
業（
特
に
半
導
体
関
連
）、人
材
育
成
等
の
状
況
に
つ
い

て
幅
広
く
説
明
を
受
け
た
後
、意
見
交
換
等
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、新
竹
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
訪
問
し
、同
探
索

館
の
視
察
・
現
地
調
査
を
行
い
、台
湾
の
主
要
産
業
で
あ
る

半
導
体
分
野
に
お
け
る
、政
府
の
支
援
体
制
及
び
国
際
連

携
並
び
に
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、人
材
育
成
等
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、現
地
百
貨
店
及
び
地
元
市
場
に
お
い
て
、佐
賀

県
産
品
の
流
通
状
況
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　
上
田
利
治
前
会
長（
前
玄
海
町
議
会
議
長
）

の
退
任
を
受
け
、令
和
６
年
８
月
21
日（
水
）、

ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世
佐
賀（
佐
賀
市
）に

お
い
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、会
長
の
選
挙

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、新
会
長
に
片
渕
栄
二
郎
白
石

町
議
会
議
長
が
選
任
さ
れ
、こ
れ
に
伴
い
欠

員
と
な
っ
た
副
会
長
に
今
泉
藤
一
郎
有
田
町

議
会
議
長
、監
事
に
大
川
隆
城
上
峰
町
議
会

議
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で
あ
る
令
和

７
年
５
月
31
日（
土
）ま
で
で
す
。

　
令
和
６
年
６
月
３
日（
月
）、再
開
し
た
町

議
会
で
、上
田
利
治
前
議
長(

本
会
前
会
長)

が
議
長
を
退
任
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
て
、議

長
に
井
上
正
旦
議
員
が
選
任
さ
れ
た

佐賀県町村議会議長会会長に
片渕会長就任

玄海町議会議長に
井上正旦議員が就任

片渕  栄二郎
佐賀県町村議会議長会会長

（白石町議会議長）

井上  正旦
玄海町議会議長

　
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
で
は
、令
和
６
年

７
月
25
日（
木
）、佐
賀
県
市
町
会
館
大
会
議
室

（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、令
和
６
年
度
特
別
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、各
町
議
長
、副
議
長
及
び
議

会
事
務
局
長
計
29
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　
講
師
に
は
、大
正
大
学
地
域
創
生
学
部
公

共
政
策
学
科
教
授
の
江
藤
俊
昭
氏
を
お
招
き

し
、町
村
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
や
、そ
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
低
額
な
報
酬
の
改
善

に
向
け
た
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
御
講
演
い

た
だ
い
た
。

町
村
議
会
の
現
状
と
課
題
︑

そ
し
て
そ
の
打
開
の

道
を
探
る

令
和
６
年
度
特
別
セ
ミ
ナ
ー

佐賀県町村議会議長会
「議員報酬の適正化に関する決議」

日本台湾交流協会公式訪問

新竹サイエンスパーク探索館

　
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
片
渕
栄
二
郎
会
長（
白

石
町
議
会
議
長
）は
、令
和
６
年
８
月
27
日（
火
）、佐

賀
県
市
町
会
館（
佐
賀
市
）２
階
の
小
会
議
室
に
お
い

て
、町
村
議
員
の
な
り
手
不
足
等
の
改
善
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
、佐
賀
県
町
村
会
田
島
健
一
会
長

（
白
石
町
長
）に
対
し
、左
記
の
と
お
り
議
員
報
酬
の

適
正
化
に
関
す
る
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

右:佐賀県町村会　会長  田島健一
左:佐賀県町村議会議長会　会長  片渕栄二郎

議
員
報
酬
の
適
正
化
に
関
す
る
要
請
活
動

台
湾
の
経
済
・
産
業
等
に
つ
い
て
調
査

令
和
６
年
度
議
長
行
政
視
察
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議 長 会

令和６年度　主な行事予定（下期）
議長会

監査委員協議会

会議・研修会
議長会議
議長全国大会
議会広報研修会
議長会議・局長合同会議・政策研究委員会
第78回定期総会
市町行政講演会

日程 会場
佐賀県市町会館
NHKホール（東京都）
佐賀県市町会館
グランデはがくれ
グランデはがくれ
未定

11月 7日(木)
11月13日(水)
11月27日(水)
  1月21日(火)
  2月17日(月)
  2月(予定)

会議・研修会
町監査委員全国研修会
代表監査委員会議・定期総会・研修会

日程 会場
ＬINE CUBE SHIBUYA（東京都）
佐賀県市町会館

10月22日(火)・10月23日(水)
  1月30日(木)

令和7年
令和7年
令和7年

令和7年

新・団体医療保険
（医療保険基本特約・疾病保険特約・がん保険特約・介護一時金支払特約・軽度認知障害等一時金支払特約セット団体総合保険）

びょうき・がん・介護の保険
町村議会議員のみなさまと、その配偶者さまに安心をお届けする制度です。

令和 年 月 年間日7 1 1 1（午後4時）  ～ 保険期間 詳しくはHPで
ご確認ください中途加入も随時受付しております！

5
つ
の

心
安

1
2
3
4
5

入院１日あたり５,０００円を補償（びょうき・がんの保険）

退院後に通院された場合、日額３,０００円を補償（びょうきの保険）

先進医療等を受けた場合、５００万円まで補償（びょうき・がんの保険）

要介護２～５の認定を受けた場合、一時金３００万円を補償（介護の保険）

保険料は団体割引２５％が適用されます

　

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
で
は
、令
和
６
年
８
月
21

日（
水
）、佐
賀
県
町
村
会
と
の
合
同
研
修
会
を
ホ
テ
ル

マ
リ
タ
ー
レ
創
世（
佐
賀
市
）で
開
催
し
、町
村
議
会
議

員
、監
査
委
員
等
約
2
0
0
人
が
出
席
さ
れ
た
。　

　

講
師
に
は
元
防
衛
省
統
合
幕
僚
長
の
河
野
克
俊
氏
を

お
招
き
し
、我
が
国
が
置
か
れ
て
い
る
安
全
保
障
環
境

や
、中
国
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
始
め
と
し
た
世
界
情
勢
の
動

向
等
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

令
和
６
年
７
月
24
日（
水
）、ホ
テ
ル
マ
リ
タ
ー
レ
創
世（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、佐
賀
県
総

務
部
主
催
の
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、県
か
ら
山
口
知
事
ほ
か
副
知
事
、教
育
長
、担
当
部
長

等
17
人
並
び
に
20
市
町
の
議
会
議
長
が
出
席
さ
れ
た
。

　

懇
話
会
で
は
、各
市
町
の
提
案
事
項
や
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
等
、活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。 ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
・
台
湾
有
事
と
日
本
の
安
全
保
障

令
和
６
年
度
佐
賀
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

知
事
と
��
市
町
議
会
議
長
が
意
見
交
換

令
和
６
年
度
知
事
・
市
町
議
会
議
長
懇
話
会

閉会挨拶をする
片渕会長職務代理者副会長　

（役職名は当時・白石町議会議長）

監
査
実
務
の
要
点

～
知
ら
な
い
と
差
が
つ
く
監
査
術
～

令
和
６
年
度
町
監
査
委
員
研
修
会

　

佐
賀
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
で
は
、令
和
６
年
８
月
５

日（
月
）、佐
賀
県
市
町
会
館
大
会
議
室（
佐
賀
市
）に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
町
監
査
委
員
研
修
会
を
開
催
し
、各
町
監
査
委

員
、職
員
ほ
か
33
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　

講
師
に
は
、静
岡
県
富
士
市
役
所
監
査
委
員
事
務
局
統
括

主
幹
の
吉
野
貴
雄
氏
を
お
招
き
し
、「
監
査
実
務
の
要
点
〜
知

ら
な
い
と
差
が
つ
く
監
査
術
〜
」を
テ
ー
マ
に
監
査
の
心
構

え
、監
査
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
御
講
演
い
た
だ
い
た
。

静岡県富士市役所監査委員事務局
統括主幹   吉野  貴雄  氏
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町 村 会

傷害総合保険

公務員賠償保険

お問合せ及びお申込みは各市町等総務担当課までお願いします。

ケガに対する補償、個人賠償責任補償、弁護士費用補償
など身近なトラブルに備える保険
保険料はプランに応じて年額2,600円～13,940円

住民訴訟や民事訴訟に備える保険
損害賠償金と訴訟費用をサポートします。
補償プランは3,000万円～1億円

申込翌月1日から12月1日まで

申込翌月1日から12月1日まで

年中随時
加入可

年中随時
加入可

火 災 共 済

自動車共済

任意生命保険 任意医療保険 任意収入補償保険
死亡及び所定の

後遺障害状態になった場合に
補償します。

1泊2日以上の入院や手術等を
受けた場合に補償します。

長期療養時の所得を
補償します。

車両保険

等級制度がないため、事故後も掛金は変わりません。
用途及び車種区分 共済掛金額

自家用普通・小型乗用・
小型貨物車(660㏄超)

自家用軽四輪乗用・
貨物車(660㏄以下)

自動二輪車
(125㏄超)

原動機付自転車
(125㏄以下)

◎ご自身のお車の損害
　を補償します！

共済金額
対人賠償
対物賠償
自損事故傷害
限定搭乗者傷害

無制限
1,000万円
1,500万円
500万円

無制限
無制限

1,500万円
1,000万円

対人賠償
対物賠償
自損事故傷害
限定搭乗者傷害

A
　型

B
　型

30,000円

33,000円

19,000円

21,000円

17,000円

20,000円

12,000円

14,000円

◎ロードアシスタンス
　も無料でサービス！

風水雪害特約
※掛金：1口10万円（共済金）につき60円

（風災・水災又は雪災の場合は、450万円の補償）
（建物4,000万円・動産2,000万円）

（火災共済金＋風水雪害特約共済金）
火災共済契約
建物4,000万円・動産2,000万円の場合
（建物2,000万円・動産1,000万円）

再取得価額
の

目安

木造(モルタル造りを含む) 1㎡当り14万円前後(別棟の物置・納屋等は1㎡当り7万円)
1㎡当り22万円前後

1名につき350万円
1名につき250万円

耐火造(鉄筋コンクリート造等)

共済契約者及び同居する家族数
20歳未満の家族は

※共済金請求の際は、家財の再取得価額を申告していただき、その価額を基にして共済金を算出します。

掛金（年額）
※掛金：1口10万円（共済金）につき50円
掛金（年額）

3万6,000円で
6,000万円の補償

3万円で
3,000万円の補償■火災

■落雷
■破裂・爆発
■建物外部からの
　物体の落下・
　飛来・衝突・倒壊
■風災・水災・雪災

建 物

動 産

生活総合保険

全国町村会の各種保険

全国町村職員生活協同組合の共済保険

内容 募集時期共済期間(掛金徴収期間)

申込保険金額

申込入院給付金日額 給付金の計算方法
入院療養給付金：

手術給付金：
入院給付金日額×5

・1泊2日以上継続した入院中に
受けられた対象手術につき
入院給付金日額×20

・放射線治療は、
入院給付金日額×10

・外来・日帰り手術は、
入院給付金日額×5

職　員 3,000万円～200万円

12,000円～
5,000円

10,000円～
3,000円

5,000円あるいは
3,000円

1,000万円～200万円
400万円あるいは200万円

配偶者
こども

職　員

配偶者

こども

申込保険金額

職　員

1口＝月額
2口＝月額
3口＝月額
4口＝月額
5口＝月額

5万円補償
10万円補償
15万円補償
20万円補償
25万円補償

※「車両保険」は、町村生協の自動車共
済とは別にお申込みが必要です。町
村生協の自動車共済にご加入の方
のみ、加入できる制度です。

火災共済

対象事故



　
こ
の「
さ
が
ま
ち
だ
よ
り
」は
令
和
４

年
に
発
刊
し
、今
回
で
第
６
号
と
な
り
ま

し
た
。町
村
会
、議
長
会
の
行
事
が
中
心

で
す
が
、総
合
事
務
組
合
の
記
事
も
あ
り

ま
す
。前
号
か
ら
は
、総
合
事
務
組
合
で

処
理
す
る
共
同
事
務
に
関
す
る
記
事
の

掲
載
を
開
始
し
ま
し
た
。職
員
の
皆
様
に
関
係
す
る
事

務
で
す
。関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　
今
後
と
も
各
市
町
の
情
報
の
ほ
か
、佐
賀
県
町
村

会
・
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
・
佐
賀
県
市
町
総
合
事

務
組
合
の
活
動
等
に
つ
い
て
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９

さがまちだより 第6号

物産館では地元の野菜や果物等が並び、眺望の良い場所でフルーツのパフェやタルト、湧き水キャンディー等のお食事
を楽しむことができる道の駅吉野ヶ里「さざんか千坊館」です。天気の良い日には、佐賀平野を一望できます。

吉野ヶ里町  道の駅吉野ヶ里「さざんか千坊館」

目 次◆ C O N T E N T S

P 2

P 3

P 4
P 5

P 6

P 7
P 8

町村会　町長例会・総務担当課長合同会議、要請活動、
　　　　町長行政視察
町村会　特別研修会、総務担当課長研修、統一試験、
　　　　各種協議会総会、下期行事予定
町の話題　吉野ヶ里町
議長会　会長就任、議長当選、特別セミナー、要請活動、
　　　　議長行政視察
議長会　監査委員研修会、議員研修会、懇話会、
　　　　団体補償制度、下期行事予定
町村会　各種共済事業
総合事務組合　８月定例会、非常勤公務災害研修会

総 合 事 務 組 合

　次号の「さがまちだより」
は、令和７年３月に発行予
定です。
　各市町で、広報したいイ
ベントや観光地等がありま
したら、ぜひ佐賀県町村会
まで情報をお寄せくださ
い。
　次号掲載に係る記事提
供の締切は、令和７年２月
中旬までです。

さ
が
ま
ち
だ
よ
り

第
6
号
／
発
行
日
　
令
和
6
年（
２
０
２
４
年
）10 
月
1
日
／
編
集
・
発
行
　
佐
賀
県
町
村
会
・
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
・
佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合

〒
８
４
０
ー
０
８
３
２
　
佐
賀
県
佐
賀
市
堀
川
町
１
番
１
号
　
佐
賀
県
市
町
会
館
内
／
電
話
０
９
５
２
（
２
３
）
３
２
１
９
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▼「

さざんか千坊館」からの眺望

編集後記

本誌に掲載する情報を

お寄せください

令
和
５
年
度
組
合
各
会
計
決
算
を
認
定

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議
会  

第
２
回
定
例
会

令
和
６
年
度

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
研
修
会

　
令
和
６
年
８
月
27
日（
火
）、

佐
賀
県
市
町
総
合
事
務
組
合
議

会
定
例
会
を
佐
賀
県
市
町
会
館

特
別
会
議
室（
佐
賀
市
）に
お
い

て
招
集
、開
会
し
た
。

　
議
事
で
は
、欠
員
と
な
っ
て

い
た
副
議
長
に
片
渕
栄
二
郎
白

石
町
議
長
が
選
任
さ
れ
た
。

 
ま
た「
負
担
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
」が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、令
和

５
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
両
決
算
が
そ
れ
ぞ
れ
認
定

さ
れ
た
。

 

こ
の
ほ
か
、令
和
６
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予

算（
第
１
号
）案
が
、そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、閉

会
し
た
。

　
令
和
６
年
７
月
２
日

（
火
）、杵
藤
地
区
広
域
市

町
村
圏
組
合
庁
舎
大
会
議

室
（
武
雄
市
）に
お
い
て
、

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
研

修
会
を
開
催
し
、
県
内
の

市
町
担
当
者
34
人
が
出
席

さ
れ
た
。

　
西
九
州
大
学
子
ど
も
学

部
子
ど
も
学
科
准
教
授
の

松
本
大
輔
氏
に
、
学
童
保

育
に
お
け
る
職
員
の
事
故

防
止
に
つ
い
て
講
義
し
て

い
た
だ
き
、
出
席
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
。

退職手当支給事務（その２）
総合事務組合案内（Vol.2)

佐賀県市町総合事務組合が行う共同処理事務（２８構成団体）のうち「退職手当支給事務概要」の２回目です。
1.支給対象
本組合退職手当支給条例を適用し、退職手当を支給する対象は次のとおりです。
①特別職…市町長、副市町長、公営企業管理者等、教育長　②一般職…常勤職員、臨時的任用職員、一定の要件を満たす常勤職員に準じる職員（フルタイム会計年度任用職員等）

2.退職事由・支給額
退職事由には、普通退職（自己都合）、定年退職、勧奨退職、整理退職、死亡退職等があり、それぞれの事由別で勤続年数別に支給率が定められています。
退職手当の支給額の計算方法は、下表のとおりです。

3.定年引上げと退職手当
　地方公務員の定年年齢が、２年に１歳ずつ段階的に引き上げられ、令和１３年度に６５歳となります。
　なお、令和６年度の定年年齢は６１歳ですが、同年度に６０歳に達した日以降の最初の３月３１日に退職した人の退職手当の退職事由は、当分の間「定年退職」とし
て算定します。
　また、６０歳に達した日後の最初の４月１日以降、職員の給料月額は７割水準の額となりますが、この場合、退職手当額は「退職時の給料月額」に支給率を乗じるため、
６０歳の年度で定年退職をした場合よりも、６１歳で定年退職したときの退職手当額の方が低くなってしまいます。このため、６０歳を超えて退職する職員に不利益が
ないよう、退職時の給料月額よりも高い時点の給料月額を適用して退職手当を算定する特例があります。

ａ：退職時の給料表の級・号給額。勧奨退職の場合、年数に応じた割増あり。　ｂ：退職事由や勤続年数に応じて定められた率（支給率の上限：47.709）
ｃ：給料表の級（職制上の職員の区分）に応じて、調整月額が高い方から60月分を加算した合計額

◎退職手当＝（「退職時の給料月額（a）」×「支給率（b）」）＋「調整額（c）」

●本組合ホームページで、退職手当の試算ができます。どうぞ御活用ください。
退職手当シミュレーション https://www.saga-ck.gr.jp/sogojimu/retirement/simulation/


